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◆ご注意◆

 １．本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。

 ２．本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。

 ３．本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一御不審な点や

　　　誤り、記載もれなどお気付きのことがありましたら、当社または最寄

　　　りの販売店へご連絡ください。

 ４．本製品は、十分な注意のもとに、放出電波が最小になるよう設計して

 　　ありますが、電波や電磁波に敏感な機器には、近くにあると、影響を

 　　与えることがあります。

 ５．運用した結果の影響（データの保証など）に関しては、前項に関わらず、

 　　責任を負いかねますのでご了承ください。

　　　・本使用説明書に記載されている“会社名”“製品名”は、各メーカーの登録商標です。
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パッケージ内容のチェック

パッケージの内容をチェックしてください。万一、不足のものがありましたら、

お手数ですが、購入された販売店、或いは当社サポート部までご連絡ください。

   パッケージ内容

型　式 数量 内　　　容

①ＬＭＩＣ－１００Ａ 1 ＩＣカード（デュプリケーションコピー用）

②　━━━━━━━ 1 ＬＭＩＣ－１００Ａ 使用説明書

デュプリケーションコピー

フロッピーディスクのコピーを作成します。フォーマットの変更やデータのコ

ンバートなどは行いません。



注　意　事　項

◆使用環境は、指定の範囲で･･･｡

・濡らさない様にご注意を｡

・直射日光を避けること｡

・振動やショックは避けること｡

◆分解しないでください。

　・みだりに機器を分解しますと

  　不具合の原因となるだけで

　なく危険を伴います。

・このような原因による故障に

    関しては、保証期間中でも

    有償修理とさせていただきます。

輸送上の注意

  
  ・再度輸送される場合は必ず購入時のパッケージを使って梱包してください。

・ 本機は精密機械です。輸送中にショックがかからないようご注意ください。

使用上の注意

・ ＩＣカードの電池寿命は３年半になっております。

・ 電池の寿命が切れたり、不用意に電池を抜きますと内容が消滅して使用不

可能になりますので注意してください。

・ もしあやまって内容が消滅した場合、サポート部までご相談ください。



サポート体制と修理サービス

ランドコンピュータでは、お客様に当社製品を安心してご使用していただくた
めに、サポート体制の充実を図っております。
製品の接続や操作方法についてのご質問や、万一、製品が正常に作動しない場
合は、下記のサポート部までお問い合わせください。

サポート部へのお問い合わせは

フリーダイヤル：着信払（土曜日も受け付けます）

　　　　　　　　　０１２０－１６１６３９
         受付時間：　９：００～１２：００
　　　　　 　　　　１３：００～１７：３０（日曜・祝日を除く）

ＦＡＸ：

　　　　　　　　　０６（３０７）２１２１
         受付時間：２４時間

特に技術的な内容等で電話では説明しにくい場合や機器が正常に動
作しないと思われる場合、あるいは受付時間外等には、ＦＡＸで詳
細をお知らせくださいますようお願いいたします。
また、ＦＡＸ以外に、Nifty-serve や電子メールからのご質問もお
受けしております。

Nifty-Serve access > PC Vendor Station G (GO SPCVG)
Nifty Mail Address : KYD01513
E-mail Address : KYD01513@niftyserve.or.jp

  
◎ 当社に修理サービスをご依頼の際のお願い
まず、上記サポート部にご連絡ください。担当者より、修理受付番号と修
理品返送先を記載した「修理受付連絡書」をＦＡＸでお知らせいたします。
ご返送いただく製品の外箱に「修理受付番号」及び「修理品」と明記の上、
保証書を添付して修理品返送先にご返送ください。
修理受付番号のないものは処理しかねる場合もございますので、ご了承く
ださい。
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１章　製品の概要

１-１　製品の概要

　概要

・ 《ＬＭＩＣ－１００Ａ》（以降“本製品”と表記します。）はフロッピーコ

ピア《ＬＭＣ－３５Ａ》にてデュプリケーションコピーをおこなう際に使

用するＩＣカードです。

　　　

　機能

    ・使用ＯＳに関係なくコピーが可能です。

　　・コピー終了後、コピーデータのベリファイをおこないます。

　　・コピーモードには、高速モードと多少のプロテクトには有効な

　　　解析モードがあります。

    ・フォーマットをおこないながらコピーをおこないます。

　・同一容量のサイズの異なる（例 3.5”→5”）メディア間でのコピーも可

　　能です。

    ※ワープロ専用機でコンバートをおこなった場合、それぞれの機種間で

　　　データに互換性を持たない機種もありますので、あらかじめご使用

　　　機種間での互換性をご確認ください。

※ プロテクトがかかっているソフトウェアについては、コピーできないも

のがありますのでご了承ください。。
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第２章　操作方法

２－１　電源の“ＯＮ”

《ＬＭＣ－３５Ａ》のメイン電源を入れて本カードをセットすれば、電源が“Ｏ

Ｎ”になり使用可能になります。

（《ＬＭＣ－３５Ａ》マニュアル　２-２　カードのセットの項参照）

電源ランプが点灯してカードの種別・カードのバージョンが約２秒表示されま

す。

バージョンの表示　（約２秒表示）

その後メイン画面に切り替わります。

LMIC-100A
Ver 1.0    OK
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２－２　メイン画面

メイン画面で「▲▼」ボタンを同時に押すことによって設定モードに入ります。

ディスクがセットされていないときは、次のように表示されます。

このメッセージが表示されたら、ディスクをセットしてください。

コピー元ドライブ（Ａドライブ）コピー先ドライブ（Ｂドライブ）に１枚づつ

ディスクをセットしてください。

このときコピー元ディスクには、ライトプロテクトをしてください。コピー先

ディスクには、ライトプロテクトをしないでください。

ライトプロテクトについては、ＬＭＣ本体の説明書のＡＰＰＥＮＤＩＸをご覧

ください。

Ａﾄﾞﾗｲﾌﾞ　Ｂﾄﾞﾗｲﾌﾞ

DISK ｾｯﾄｼﾃｸﾀﾞｻｲ
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ディスクのセットの方法が間違っている場合、次のように表示されます。

コピー元もしくはコピー先ドライブにディスクが複数入っています。

ディスク正しくをセットしてください。

ディスクのライトプロテクトを確かめてください。

コピー元ディスクには、ライトプロテクトをしてください。コピー先ディスク

には、ライトプロテクトをしないでください。

Ａﾄﾞﾗｲﾌﾞ　Ｂﾄﾞﾗｲﾌﾞ

DISK ｶﾞ ﾌｸｽｳ ｱﾘﾏｽ

A ﾄﾞﾗｲﾌﾞ ｴﾗｰ
ﾗｲﾄﾌﾟﾛﾃｸﾄ ｱﾘﾏｾﾝ

B ﾄﾞﾗｲﾌﾞ ｴﾗｰ
ﾗｲﾄﾌﾟﾛﾃｸﾄ ｻﾚﾃｲﾏｽ
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ディスク正しくをセットすると、次のように画面が切り替わります。

(例)

＊ 表示の見方

(ドライブ名) ３．５インチ＝3.5”
　　５インチ＝5”
　　８インチ＝8”

(モード１) 　高速モード＝HS
　解析モード＝AN

(モード２)   ベリファイあり＝B
　　　ベリファイなし＝NB

3.5"→5"  HS　Ｂ

ｺﾋﾟｰｷｰ ﾃﾞ ｽﾀｰﾄ

(ドライブ名)→(ドライブ名)　(モード１)　(モード２)
ｺﾋﾟｰｷｰ ﾃﾞ ｽﾀｰﾄ
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２－３　コピーの方法

ディスクを正しくセットした後、「ｺﾋﾟｰｷｰ ﾃﾞ ｽﾀｰﾄ」と表示されている状態で

「コピー」ボタンを押すとコピーを開始します。

（例）

これを押す

POWERERROR COPY

中止

コピー

選択 取消 ＊

▲

▼

3.5"→5"  HS　Ｂ

ｺﾋﾟｰｷｰ ﾃﾞ ｽﾀｰﾄ
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コピー中の画面表示は

(例)

コピー中の画面の見方

(ステータス)は表示されているトラック番号のコピーの状態を表示します

(ドライブ名) ３．５インチ＝3.5”
　　５インチ＝5”
　　８インチ＝8”

(動作モード) 　　　コピー＝ｺﾋﾟｰ

　ベリファイ＝ﾍﾞﾘﾌｧｲ

(ステータス) 　　問題なし＝OK
　エラー発生＝ERROR

3.5"→5" ｺﾋﾟｰ
Track 159 OK

(ドライブ名)→(ドライブ名)(動作モード)
ﾄﾗｯｸ(トラック番号)　(ステータス)
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コピー終了後エラーが発生している場合、アスタリスクボタンを押すとエラー

メッセージが表示されます

　スクロール用ボタン

　アスタリスクボタン

エラーメッセージは、どのようなエラーが発生したかを示すメッセージと、ど

こでエラーが発生したかを示すメッセージがあります。

このメッセージは複数画面に渡っていますので、「▲」「▼」ボタンでスクロー

ルさせてご覧ください。

複数エラーがある場合も、「▲」「▼」ボタンでスクロールさせてご覧ください。

例

　「▼」ボタンを押すと

このように表示されます。

POWERERROR COPY

中止

コピー

選択 取消 ＊

▲

▼

ｺﾋﾟｰ

ﾘｰﾄﾞｴﾗｰ

ﾄﾗｯｸ　ｾｸﾀ　ｺｽｳ

 12    3    1
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２－４　高速モード・解析モードの切換

高速モードと解析モードを切り替えるには、メイン画面で「選択」

ボタンを押すことで、高速モード・解析モードが交互に切り替わり

ます。

２－５　設定モード

このモードにはメイン画面で「▲▼」ボタンを同時に押すことによ

って入ります。

設定モードでは、アスタリスクボタンを押すことによって設定項目が

切り替わります

同時に押す

　項目が切り替わる

全ての設定が終わり、内容を記録するには「選択」ボタンを押します。

記録せずに終了するには、「取消」ボタンを押します。

POWERERROR COPY

中止

コピー

選択 取消 ＊

▲

▼

POWERERROR COPY

中止

コピー

選択 取消 ＊

▲

▼
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２－５－１　外付け８インチドライブの使用

設定モードでアスタリスクボタンを押して、以下の項目を表示してく

ださい。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が「YES」「NO」と

切り替わります。設定できましたらアスタリスクボタンを押してく

ださい

「NO」の場合次の設定項目に移ります。

「YES」の場合８インチドライブを、コピー元として使用するか、コ

ピー先として使用するかの選択画面になります。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が「A」「B」と

切り替わります。

コピー元として使用する場合「A」

コピー先として使用する場合「B」を選択してください。

8"ﾄﾞﾗｲﾌﾞ ｼﾖｳｼﾏｽｶ
　　　YES

ﾄﾞﾁﾗ ﾆ ｼﾏｽｶ
　　　A
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２－５－２　内蔵ブザーの設定

ＬＭＣにはエラーなどを知らせるブザーが内蔵しています。これを

使用するかしないかを設定します。

＊ブザーを使用しないに設定しても、起動時のブザー音は鳴ります。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が「YES」「NO」と

切り替わります。

「YES」でブザーが鳴り、「NO」でブザーは鳴りません。

ﾌﾞｻﾞｰ　ｦ　ｼﾖｳｼﾏｽｶ

　　　YES
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２－５－３　ベリファイの設定

ＬＭＣは通常コピーをおこなうとき、ベリファイ（正しくディスク

がコピーを行えたかどうかのチェック）をおこないます。このオプ

ションはベリファイを省くことによって、コピーの速度を向上させ

ます。

注意　ベリファイをおこなわない場合、コピーの信頼性は大幅に低

下します。通常はベリファイをおこなってください。

この画面で「▲」「▼」ボタンを押すと、２行目が「YES」「NO」と

切り替わります。

「YES」でベリファイをおこないます。

「NO」でベリファイはおこないません。

アスタリスクボタンで、メニューが切り替わり「外付けドライブの設定」に戻

ります。

ﾍﾞﾘﾌｧｲ　ｼﾏｽｶ

　　　YES
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第三章　エラーメッセージ一覧

この章では、本カードを使用中によく見られると思われる、エラーメッセージ

の解説をおこないます。

３－１　外付けドライブの設定が間違っているとき

解説

外付けドライブに関して問題があります。

原因

外付けドライブが、ＬＭＣに設定されている状態と異なるか、外付

けドライブとの接続が正しくおこなわれていない。もしくは外付け

ドライブのＤＩＰスイッチの設定があっているか、あるいは外付け

ドライブの電源が入っていません。

対策

外付けドライブをつないでいる場合、電源が入っているか、ＤＩＰ

スイッチの設定は正しいか、もしくは接続が正しくおこなわれてい

るか、コネクターなどを確かめてください。

外付けドライブが接続されていない場合、この説明書の「２－５－１」

外付け８インチドライブの使用」を参照して正しく設定をおこなって

ください。

8"ﾄﾞﾗｲﾌﾞ ｴﾗｰ
ﾁｪｯｸ ｼﾃｸﾀﾞｻｲ
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３－２　コピー時に発生するエラー

３－２－１　解析時リードエラー

解説

このエラーは、コピー元ディスクを解析中に何らかの読みとりエラー

が発生したときに表示されます。

原因

コピー元のディスクにプロテクトがかかっているものと考えられます。

対策

本機では、プロテクトのかかっているディスクはコピーできません。

ｶｲｾｷﾁｭｳ

ﾘｰﾄﾞ　ｴﾗｰ
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３－２－２　セクタ長異常

解説

このエラーは、コピー元ディスク読み取り中にセクタの読み取りに

失敗したときに表示されます。

原因

コピー元のディスクにプロテクトがかかっているか、特殊なフォー

マットなディスクだと考えられます。

対策

高速モードの場合、解析モードに変更してコピーしてください。

解析モードでこのエラーが発生した場合、本機ではコピーできません。

本機では、プロテクトのかかっているディスクはコピーできません。

３－２－３　フォーマットエラー

解説

コピー先のディスクをフォーマットできませんでした。

原因

コピー先のディスクに、異常があります。

対策

コピー先のディスクを、取り替えてください。

ｺﾋﾟｰﾓﾄ ﾉ DISK ﾉ
ｾｸﾀ ｶﾞ ｲｼﾞｮｳﾃﾞｽ

ﾌｫｰﾏｯﾄ

ﾃﾞｷﾏｾﾝ
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３－２－４　コピー時リードエラー

解説

コピー中に、コピー元ドライブで読み取りエラーが発生しました。

コピー元のデスクのデータが異常な場合、コピー先のディスクの

データも、正常にはなりません。

原因

コピー元のディスクに、異常があります。

対策

コピー元ディスクを、正常なディスクに取り替えてください。

３－２－５　コピー時ライトエラー

解説

コピー中に、コピー先ドライブで読み取りエラーが発生しました。

原因

コピー先のディスクに、異常があります。

対策

コピー先ディスクを、正常なディスクに取り替えてください。

ｺﾋﾟｰ

ﾘｰﾄﾞｴﾗｰ

ｺﾋﾟｰ

ﾗｲﾄｴﾗｰ
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３－２－６　ベリファイ時コピー元リードエラー

解説

ベリファイ中に、コピー元ドライブで読み取りエラーが発生しました。

コピー元のデスクのデータが異常な場合、コピー先のディスクの

データも、正常にはなりません。

原因

コピー元のディスクに、異常があります。

対策

コピー元ディスクを、正常なディスクに取り替えてください。

３－２－７　ベリファイ時コピー先ライトエラー

解説

ベリファイ中に、コピー先ドライブで読み取りエラーが発生しました。

原因

コピー先のディスクに、異常があります。

対策

コピー先ディスクを、正常なディスクに取り替えてください。

ﾍﾞﾘﾌｧｲ

ﾘｰﾄﾞｴﾗｰ

ﾍﾞﾘﾌｧｲ

ﾘｰﾄﾞｴﾗｰ
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３－２－８　ベリファイ時比較エラー

解説

ベリファイ中に、正常にコピーできていない部分が、発見されました。

原因

コピー先のディスクに、異常があります。

対策

コピー先ディスクを、正常なディスクに取り替えてください。

３－２－９　ライトプロテクトエラー

解説

ＩＣカードに書き込みができません。

原因

ＩＣカードにライトプロテクトがかけられています。

対策

ＩＣカードには、ライトプロテクトをかけないでください。

ﾍﾞﾘﾌｧｲ

ﾋｶｸ ｴﾗｰ

ﾗｲﾄﾌﾟﾛﾃｸﾄ ｴﾗｰ
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第４章 電池交換

４－１　内蔵電池について

本製品内蔵の電池の予測寿命は約４年になっています。

l 電池の寿命が切れると、内容が消滅して使用不可能になりますので早めに

交換してください。

l 不用意に電池を抜きますと内容が消滅して使用不可能になりますので注意

してください。

l もしあやまって内容が消滅した場合、サポート部までご相談ください。

４－２　電池交換の方法

ＩＣカードの電池交換は説明をよくたしかめて慎重におこなってください。

1. ＩＣカードをＬＭＣ本体にセットして電源を入れます。

2. ＩＣカードの電池ケースのロックを解除します。

3. ＩＣカードから電池ボックスを抜き取ります。

4. 電池を交換します。

5. ＩＣカードに新しい電池の入った電池ケースを入れます。

6. ＩＣカードの電池ボックスをロックします。

7. 交換は完了しました。カードを抜いてください。

※注意…ＬＭＣ本体にカードをセットして電源が入っている状態で電池交換を

おこなわないと、内容が消滅して使用不可能になりますので注意して

ください。

電池

ＬＭＣ本体

ＩＣカード

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ

ロック解除

ロック


